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質との境界が不明瞭なもの(浸潤型)とした。YK 分類と INF の相関は、「口腔癌取扱い規約」に従い、
INFaを YK2型、INFbを YK3型、INFcを YK4C・4D型と設定し、INFの有用性の評価目的に INFc(YK4C
型と 4D型)の比較検討を行った。統計学的手法は、後発転移に対する関連因子の検討に cox比例ハザ
ード分析を、生存率については Kaplan-Meier法を用いて無病生存率(Disease free Survival Rate) を




全体の平均年齢は 58.5歳（19-90歳）であった。性別は男性 111例（66.1%）、女性 57例（33.9%）、男女
比 1.95:1であった。T分類は T1;66例(39.3%)、T2;73例(43.5%)、T3;20例(11.9%)、T4;9例(5.4%)で、N
分類は N0;104例(61.9%)、N1;31例(18.5%)、N2;32例(19%)、N3;1例(0.6%)であった。T分類では T1から 4
に、N 分類では N0 から 3 に推移するに従い INFc の割合が増加した。Stage 分類は I 期;57 例(33.9%)、II
期;41例(24.4%)、III期;35例(20.8%)、IV期;35例(20.8%)で、advanced stageになるに従い INFcの割合
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 結果の要旨       
 









拠、2)YK4C、4D症例にて治療方針を変更する臨床的な意義、3) オリジナルの YK論文と本論文の YK分類の
解釈の違い、4) Super malignant症例への対策についてなどの質問がなされた。 
回答として、1) INF分類は YK分類診断の精度を担保する補完的手法の一つと報告され、ガイドラインに
おいて、YK との相関についても明記されているため、INF 分類を今回用いて検討を行った。2)ガイドライ
ンに準拠した治療方針は変えることなく、術後の follow up をより厳重に行っていくべきであると考えて
いる。3)オリジナルの YK論文では生検材料を、本論文では切除検体を用いて検討を行っていることが一番
大きな解釈の違いである。4)本研究も含めた形態学主体の診断のみではなく、口腔癌に特化した分子生物
学的手法(バイオマーカー)を組み合わせて、診断、治療を施行してくことが理想的であると回答した。ま
た、がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン終了後の展望についても口頭試問が行われ、これらに対
しても妥当な回答が得られた。 
以上の結果より、本研究で得られた知見は今後の歯学の進歩、発展に寄与するところが大であり、学位
授与に価するものと判定した。 
 
